
1. はじめに

　名古屋文理大学情報メディア学科では2011年度から

毎年，新入生全員に iPad を配布してきた（表1）１）２）．

2018年度までの８年の間に，学内外の情報通信環境や周

辺環境および学生意識も変化し，当初想定した利用方法

に加えて，iPad はますます活用の幅を広げ，2018年度は

Apple Pencil とともに配布した３）．本報告で，８年間の

変遷と現状を報告し，タブレットの教育利用を考える．
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2. ｉＰａｄ導入の経緯と当初想定した利用法
2000年代になって急速にモバイル機器が台頭する中，

名古屋文理大学においても 2006 年ごろにはケータイを

教育に用いる研究４）が行われ，2007年の iPhone発売の

後 2009 年には学内で学生と一部の教員による iPhone
アプリ開発の研究会が活動していた５）．当時の研究会メ

ンバーは，2010年に iPadが米国で先行発売されるとす

ぐ教育利用を検討し，学科を挙げて日本の大学で初めて

表１ 年度別名古屋文理大学情報メディア学科の iPad配布機種 

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 

iPad 2 
16GB 
Wi-Fi 

iPad 3rd 
16GB 
Wi-Fi 

iPad mini 
64GB 
Wi-Fi 

iPad Air 
16GB 
Wi-Fi 

iPad Air 2 
16GB 
Wi-Fi 

iPad Pro 
9.7inch 
32GB 
Wi-Fi 

iPad 5th 
128GB 
Wi-Fi 

iPad 6th 
128GB 

Wi-Fi 
Apple Pencil 
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2. ｉＰａｄの導入経緯と当初想定した利用法

　2000年代になって急速にモバイル機器が台頭する中，

名古屋文理大学においても2006年ごろにはケータイを

教育に用いる研究４）が行われ，2007年の iPhone 発売の

後2009年には学内で学生と一部の教員による iPhone ア

プリ開発の研究会が活動していた５）．当時の研究会メン

バーは，2010年に iPad が米国で先行発売されるとすぐ

教育利用を検討し，学科を挙げて日本の大学で初めての

iPad 配布を決めた．そして，学科内に iPad 教育利用研

究会を立ち上げて１年間をかけて準備し１），2011年の新

入生から配布をはじめた２）６）．以来2018年現在まで毎年

最新の iPad の配布（表１）を継続している．

　iPad 導入にあたって当初想定した利用法は，（1）授業

の活性化，（2）コミュニケーション手段，（3）アプリ開

発のプラットフォーム，であった２）．当時 iPad の利用

によって企業のみならず教育機関でもペーパーレス化を

目指す事例が見られ，iPad の電子書籍リーダーとしての

機能も有用であるが，筆者らは，iPad を何かの代替でな

い全く新しいデバイスと位置づけ，紙の書籍や筆記用具，

PC やスマホなども同時に利用可能とした（図1）．また，

筆者らは，iPad の導入にあたって当初から，学生が単に

iPad に向かって学習するのではなく，教員と学生，また

は学生どうしのコミュニケーションにも利用することを

想定し，iPad を介さない対面学習も重視してきた１）２）．

　この間に，iPad は，基礎科目７）を含む情報メディア

学科の多くの授業で利用され，他学部８）にも広がった．
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(a)講義室で iPadと紙のノートなどを併用する学生 

  
(b)情報実習室で iPadとパソコンを併用 
PC の作業モニタと、教員の説明画面モニタの他に、資料閲覧などのた

め iPadを利用している。 

図1 iPadを紙やパソコンなどと併用する様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（a）iPadコーナー（図書情報センター） 

 
(b)IWB（電子黒板）（図書情報センター） 

 
(ｃ)ラーニングコモンズ（FLOS館） 

 
(d)BYOD実習室（FLOS館） 

図２ iPad導入以降に整備された情報設備の一部 
 

紀要 2019 
 

1 

  

(a)講義室で iPadと紙のノートなどを併用する学生 

  
(b)情報実習室で iPadとパソコンを併用 
PC の作業モニタと、教員の説明画面モニタの他に、資料閲覧などのた

め iPadを利用している。 

図1 iPadを紙やパソコンなどと併用する様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（a）iPadコーナー（図書情報センター） 

 
(b)IWB（電子黒板）（図書情報センター） 

 
(ｃ)ラーニングコモンズ（FLOS館） 

 
(d)BYOD実習室（FLOS館） 

図２ iPad導入以降に整備された情報設備の一部 
 

紀要 2019 
 

1 

  

(a)講義室で iPadと紙のノートなどを併用する学生 

  
(b)情報実習室で iPadとパソコンを併用 
PC の作業モニタと、教員の説明画面モニタの他に、資料閲覧などのた

め iPadを利用している。 

図1 iPadを紙やパソコンなどと併用する様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（a）iPadコーナー（図書情報センター） 

 
(b)IWB（電子黒板）（図書情報センター） 

 
(ｃ)ラーニングコモンズ（FLOS館） 

 
(d)BYOD実習室（FLOS館） 

図２ iPad導入以降に整備された情報設備の一部 
 

紀要 2019 
 

1 

  

(a)講義室で iPadと紙のノートなどを併用する学生 

  
(b)情報実習室で iPadとパソコンを併用 
PC の作業モニタと、教員の説明画面モニタの他に、資料閲覧などのた

め iPadを利用している。 

図1 iPadを紙やパソコンなどと併用する様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（a）iPadコーナー（図書情報センター） 

 
(b)IWB（電子黒板）（図書情報センター） 

 
(ｃ)ラーニングコモンズ（FLOS館） 

 
(d)BYOD実習室（FLOS館） 

図２ iPad導入以降に整備された情報設備の一部 
 

紀要 2019 
 

1 

  

(a)講義室で iPadと紙のノートなどを併用する学生 

  
(b)情報実習室で iPadとパソコンを併用 
PC の作業モニタと、教員の説明画面モニタの他に、資料閲覧などのた

め iPadを利用している。 

図1 iPadを紙やパソコンなどと併用する様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（a）iPadコーナー（図書情報センター） 

 
(b)IWB（電子黒板）（図書情報センター） 

 
(ｃ)ラーニングコモンズ（FLOS館） 

 
(d)BYOD実習室（FLOS館） 

図２ iPad導入以降に整備された情報設備の一部 
 

(b) 情報実習室で iPad とパソコンを併用
　PC の作業モニタと，教員の説明画面モニタの他に，
　資料閲覧などのため iPad を利用している．

図1　iPad を紙やパソコンなどと併用する様子

(a) 講義室で iPad と紙のノートなどを併用する学生

(b)IWB（電子黒板）（図書情報センター）

（a）iPad コーナー（図書情報センター）
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(c) ラーニングコモンズ（FLOS 館）

(d)BYOD 実習室（FLOS 館）
図２ iPad 導入以降に整備された情報設備の一部　

－ 64 －



3. 大学内情報環境の整備

　iPad 導入から８年の間に，学内のインターネット環

境は，高速化が図られ９），無線 LAN の配備と統合認証

によって全学生と全教職員が学内全館で無線でインター

ネットを利用可能となった10）．

　また，学生情報や履修登録・成績管理などの教務シス

テムも全学で Web ベースのシステムが導入され，パソ

コンだけでなく iPad などのモバイル端末から利用可能

になった．LMS（Learning Management System）も Web

ベースの WebClass（データパシフィック社）が全ての

授業で利用可能である11）．図書館では電子書籍や電子雑

誌のオンライン閲覧利用を可能にし，蔵書の検索・貸出

状況確認・利用予約も iPad 対応の Web システムとした．

また，図書館に iPad 利用コーナー（図２(a)）や IWB

（Interactive White Board）（図２(b)）を整備した．さらに，

2015年竣工の FLOS 館に，Apple TV 経由で iPad・スマホ・

PC 画面を壁面やテーブル上に投影できるプロジェクタ

を常設したラーニングコモンズ（図２(c)）や，PC を置

かず各自の iPad やスマホを利用する BYOD 実習室（図

２(d)）が順次整備された．

4. 学生意識の変遷

　図３に，iPad 配布初年度の2011年と７年目の2017年

の，どちらも iPad 配布から約２か月後の１年生を対象

に学生意識を調べたアンケートの結果の一部を示す．

　「そう思う」と「まあそう思う」の回答の合計（肯定

的意識）の割合を見ると，「iPad は学習の役に立つ」と

答えた学生は2011年の88.9％から，変わらず2017年度も

95.4％と大半を占めている（図３(a)）．同様に2011年度

と2017年度の肯定的評価は，「iPad は辞書の代わりにな

る」（86.1％→90.8％），「授業中に iPad で言葉の意味な

どを調べられるのはよかった」（97.4％→97.3％）でも微

増か同程度で変わらず学生の大半を占めた３）．

　一方，以下の項目では，導入当初の2011年から学生の

意識が変化した．「iPad は紙のノートの代わりになる」

（44.4％→68.8％）（図３(b)），「ノートパソコンの代わり

になる」（42.9％→67.0％），「ケータイの代わりになる」

（13.9％→54.6％）のように，いずれも2011年時点で肯

定が半数未満であったが2017年では半数を超えた３）．意

識の変化の背景には，iPad の利用意識の高まりの他，大学

や自宅でのインターネット接続の普及（2016年調査対象学

生は100％自宅でもインターネットを使用している９））や，

iPad やアプリの機能の進歩（たとえば導入初期では学生

から「iPad 向け配布資料への書き込みができると良い」

といった希望が示された12）が，2017年 iOS11以降 PDF

への書き込みが標準機能になった）など，環境の変化も

影響している可能性がある．
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5. 大学でのｉＰａｄ利用場面の拡大

　前述の学生意識の変化にも表れているように，当初か

ら利用を想定していた，資料配信，ＬＭＳや教育向けア

プリの利用に加えて，学生らによって紙のノートに変わ

る iPad の利用も行われるようになった．Apple Pencil を

使って記述したり（図４(a)：MetaMoji ClassRoom で共

有資料に書き込んで意見交換），個人のノートを共有し

て学習に利用したり（図４(b)：Good Notes などのアプ

リを学生が利用し共有），少人数のゼミでアイデアをま

とめたり（図４(c)：AC Board を使って各自の iPad を大

きな紙のように並べてメモや写真をやり取り）するなど，

利用場面も多様になった．ネット環境を活用した情報共

有による学習13）は，更なる発展が期待される．

　情報メディア学科での iPad 配布は毎年新入生に継続

し（表１），2014年度からは４学年とも所持するように

なっている．

　情報メディア学部では，2018年実施の入学試験（2019

年度入試）でも iPad を利用した（図５：ワークショッ

プ型入学試験）．ワークショップでは，高校生がグルー

プに分かれ，課題に取り組んだ．iPad は，アイデアやデ

ザインをまとめ（図５(a)），そのまま最後にプレゼンに

も利用した．iPad は各グループ１台で，紙や付箋やホワ

イトボードも活用した（図５(b)）．

　また，情報メディア学科では2016年度のカリキュラム

から「情報システム」「映像制作」「サウンド制作」「メ

ディアプランニング」の４コースとした．これは，特に

コンテンツ制作系のコースを「映像」と「サウンド」に

分けて以前の３コースから教育内容の充実を図ったもの

である．この間に iPad は，アニメーションや映像制作

の他，サウンド制作にも利用されるようになった．図６

(a)にサウンド制作の授業での iPad利用例を示す．また，

システム開発に関する授業でも iPad 利用の幅は拡大し

ている．2011年当初は，iPad はアプリ実行環境であって

もプログラミングは PC で行うものであったが，近年は

タブレット上でプログラムを開発することも可能になっ

てきた14）－18）．図６(b) は，「モバイル C」を使って iPad

でもプログラミングを行っている学生である．

　図７は，卒業研究などで学生が研究制作した作品の

一部である．タンジブルインタフェースや IoT，インタ

ラクティブアートといったコンセプトを取り入れ，iPad

のタッチセンサや加速度センサを利用した作品，複数の

iPad を連動させた作品などを作成して，発想と創作の可

能性を広げている．学生作品は，研究成果として学会で
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（b）高校生対象ワークショップの様子 
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(a)サウン制作での iPad利用（図はLive Loopsの画面） 
「デジタルウンド入門」では iPad 版 GrageBand の「Live 
Loops」機能を使って楽曲制作に活用。 
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iPadでプログラミングできるアプリ「モバイルC」も活用。 
図６ iPadでサウンド制作・プログラミング 
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発表19）－25）（例えば図８(a)）したり，各種展示会やイベン

ト（図７(c)(d)，図８(b)など）に出展している．こうし

た報告は，学会での受賞や各種コンテストでの入選21）も

果たし，こうした成果を，ｅポートフォリオ26）にまと

めて就職活動（図８(c)）や大学院の入試に活用する学

生も現れた．

　iPad は，授業だけでなく，入学試験から卒業研究・就

職活動まで多様な局面で利用されるようになったと言え

る．

6. ｉＰａｄ利用の高大連携・地域連携への拡大

　2011年以降，情報メディア学科では，高校生向けのオー

プンキャンパスでも，iPad を使った学生作品を紹介した

り，iPad のデモンストレーションを行ったりしてきた（図

９）．また，高校生向けの高大連携講座でも iPad を利用

した様々な講座や授業を実施してきた（図10）．

　この間に iPad は近隣では高大連携協定校である公立

高校に，そして，タブレット端末の利用は，政府の実験

策（総務省「フューチャースクール」27）など）を経て小・

中学校や学習塾にも広がった27）－30）．

　当初 iPad はアプリの動作環境であるが開発環境で

はなく，開発は PC で行うものであった．しかし，近

年，Scratch Jr. などのビジュアル言語や，C 言語，Java，

Python などを iPad 上で利用するアプリが公開されてい

る．Swift Playgrounds もプログラミングの入門だけでな
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(a)出前授業でコマ撮りアニメーション制作 
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（ｃ）研究室体験で映像制作（FLOS館メディアラボ） 
図10 高大連携による高校生向け授業 
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く LEGO やドローンの制御などに適用範囲を広げてい

る．名古屋文理大学では，2017年から小学生向けのプロ

グラミング教育を目指す学生プロジェクト31）がはじまっ

た．小型ロボット Ozobot を使い，紙や iPad 上の色のパ

ターンと iPad や PC 上のビジュアル言語でプログラミン

グを学べる小学生向け講座を，学生が開催している（図

11(a)）31）．また，図11( ｂ ) は，小学生対象の iPad に

よる動画作成講座（公開講座「インタビュー動画をつく

ろう」）である．このように，小学生などを対象にした

地域と連携した教育活動にも iPad が活用されるように

なった．

　また，図12は，高校教諭向けの講座の様子を示してい

る．名古屋文理大学では，これまでに，教員免許更新講

(a) 出前授業でコマ撮りアニメーション制作

(b) 公開講座「小学生 インタビュー動画作成講座」
図11　学生や教員による iPad 利用の小学生向け講座

(a) 小学生プログラミング教室（小型ロボット Ozobot 利用）

(b) 高校視聴覚教育研究会「iPad の教育利用とプログラ
ミング教育」

図12　高校教諭向け講座で iPad の教育利用の講習

(b) 出前授業でビジュアルプログラミング演習

（c）研究室体験で映像制作（FLOS 館メディアラボ）
図10　高大連携による高校生向け授業
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習だけでなく，名古屋市立高校「情報」科研修会，愛知

県高校視聴覚教育研究会など，高校教諭らを対象とした

研修会や講演を高校からの依頼によって実施しており，

iPad の教育利用，映像教材の作成，プログラミング教育

など多岐にわたるテーマで実習に iPad を活用して好評

を得ている．

　このように，高大連携，地域貢献などにも iPad が活

用され，効果をあげている．

7. まとめとタブレット教育利用の今後

　以上のように，名古屋文理大学の iPad 教育利用は

2011年以来2018年で８年目を迎え，その間に iPad の機

能や適用範囲，社会の環境や要請，学生の意識も変化し

てきたが，iPad は情報系の専門科目だけでなく多くの科

目で利用され，当初の想定を超えた使い方が学生や教員

によって工夫され，入学試験から就職まで様々な局面で

利用されるようになった．さらに，高大連携や地域連携

の事業でも活用されるなど，iPad の利用の幅はますます

広がっている．

　タブレット端末の教育利用は，現在までに，大学だけ

でなく幼児・小・中学校・高校・学習塾・特別支援など

に広がり多くの場面で利用が工夫されている．ひとり１

台のタブレット端末の利用が，端末のモバイル性・操作

性・身体性（入力として内蔵センサやカメラによる感覚

を有し，出力で利用者の五感にうったえる端末の特性）・

通信機能（コミュニケーションと情報共有）などを活か

した新しい教育環境として効果を上げられるか，さらに，

1970年代から一貫してパーソナル・メディアの教育利用

を目指したアラン・ケイの理想32）33）のように，タブレッ

ト端末が，子供を含むすべての利用者が自由にプログラ

ミングして創造性を伸ばす「知性の増幅器」となるか，

今後も試行錯誤が必要である．

　筆者らは，今後も，iPad の利用を，ｅラーニング，反

転授業，アクティブラーニング，協同学習などで深い学

びを実現する契機としていきたい．そして，創造的かつ

効果的な教育利用や新たな応用の可能性を目指して工夫

を重ねたい．
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